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大会会場への交通のご案内

 新幹線駅・空港から弘前市までのアクセス

新幹線　新青森駅で在来線（奥羽本線）の弘前・大館方面行きに乗り換え、弘前駅で下車。

飛行機　青森空港から空港バス（弘南バス）　約 1時間

「弘前バスターミナル行き」に乗車

「弘前駅前」または「弘前バスターミナル」にて下車（片道 1,400 円、交通系カードが利用可）

青森空港からタクシー　約 1時間

乗り合い便（片道 3,500 円、北星交通）、定額・貸切り便（北星交通、三ツ矢交通）のサービ

スがあります（それぞれ事前に予約が必要）。

 弘前駅周辺から弘前大学文京町キャンパスまでのアクセス

路線バス（弘南バス）　約 10 分

バス停「弘前駅前」の 3番乗り場から「小栗山・狼森線」または「学園町線」に乗車

「弘前大学前」にて下車

交通系カードが利用可。弘南バスの HP もご参照ください（「路線バス」→「弘前管内」→「富田・

松原・久渡寺方面」）。

タクシー　約 5分

弘前駅前にタクシー乗り場があります。市内ではタクシー乗り場以外ではタクシーがつかまえ

にくいかもしれません。お電話でタクシーを呼ぶ場合には、以下の会社などが利用しやすいか

と思われます。北星交通（0172-33-3333）、三ツ矢交通（0172-32-2281）

徒歩　約 25 分（2km）

弘前駅から会場までの徒歩ルートの例
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キャンパス配置図
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会場平面図

DN UP

401講義室ヘ

3FへDN C302
DN C301

DN

UP

DN
UP

３０５講義室

３０６講義室

WC
(男)

WC
(女)

WC
(男)

WC
(女)

４０１講義室
EV EV

ホール

WC(女)

EV

WC(男)
３０９講義室

ポスター発表

３１０講義室

ポスター発表

4　階

3　階

303
講義室

受付
クローク

304講義室

休憩室

受付・クローク 総合教育棟 3階 303 講義室

総会会場 総合教育棟 4階 401 講義室

特別講演 総合教育棟 4階 401 講義室

口頭発表・ワークショップ会場
総合教育棟 3階

総合教育棟 4階

305 講義室、306 講義室

401 講義室

ポスター発表会場 総合教育棟 3階 309 講義室、310 講義室

休憩室 総合教育棟 3階 304 講義室

懇親会会場 大学会館 2階 スコーラム



（ 4 ）

懇親会のご案内

懇親会を下記の要領で開催いたします。ふるってご参加ください。

 日時

8月 21 日（大会 1日目）　18 時 00 分～ 20 時 00 分

 会場

弘前大学　文京町キャンパス　大学会館 2階　スコーラム

 懇親会費

一般	 予約 6,000 円　　当日 7,000 円

院生・学部学生	 予約 3,000 円　　当日 4,000 円

※懇親会費は、学会参加の受付の際に、現金でお支払いをお願いいたします。

各種委員会のご案内

本大会では、各種委員会（理事会・編集委員会）は大会前日に開かれず、オンラインで別日に開催され

る予定です。委員の先生方には、別途詳細についてお知らせがありますのでそちらのご連絡をお待ちくだ

さい。
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大会参加者へのご案内

 受付

大会 1 日目（8 月 21 日）、2 日目（8 月 22 日）とも 8:45 より弘前大学文京町キャンパス総合教育棟 3 階

303 講義室にて受付を行います。大会期間中、会場内では受付でお渡しする参加証（名札）を必ず付けて

ください。

 諸費用

大会参加費（当日）	 正会員（一般）	 6,000 円

大会参加費（当日）	 正会員（大学院生）	 5,000 円

大会参加費（当日）	 非会員（一般・大学院生）	 6,000 円

大会参加費（当日）	 非会員（学部学生）	 2,000 円

懇 親 会 費（当日）	 一般	 7,000 円

	 大学院生・学部学生	 4,000 円

 総会

大会 1日目に 12:20 から 13:50 まで、総合教育棟 4階 401 講義室で開催いたします。

 昼食

大会 1 日目は総会会場（総合教育棟 4 階 401 講義室）の付近でお弁当をご用意いたします。フードロス削

減のためお弁当の食べ切りにご協力をお願いいたします。大会 2 日目はお弁当の用意はありません。構内

の食堂や購買などをご利用ください。

 懇親会

大会 1日目 18 時 00 分より、スコーラム（大学会館 2階）にて開催いたします。

 休憩

休憩室は総合教育棟 3階 304 講義室となっております。なお、キャンパス敷地内は全面禁煙です。

 託児

本大会では託児所・託児サービスの設定はありません。会場内でご家族とご利用できるファミリースペー

ス（空き教室）を用意します。ファミリースペースのお子様の利用は保護者の同伴を想定しています。ご

利用の際は、当日受付までお知らせください。事前に詳しい情報や相談を必要とされる場合は、大会準備

委員会までお知らせください。弘前市内の保育施設や一時預かりについては、以下の URL からご確認くだ

さい。

https://www.city.hirosaki.aomori.jp/kyouiku/kosodate/hoiku_itijiazukari.html

 会場内の設備

キャンパス内では eduroam（WiFi）が利用できます。eduroam に参加していない機関の方のみ臨時アカウン

トを発行しますので、当日受付までお知らせください。eduroam 参加機関は以下のリンクよりご確認くだ

さい。また初めて eduroam を利用する方は、所属機関の手引きを参照し、事前に接続に必要な設定を完了

いただきますよう、よろしくお願いいたします。

eduroam 参加機関一覧　https://www.eduroam.jp/participants/siteinfo.html

 共催

日本グループ・ダイナミックス学会第 71 回大会は、弘前大学人文社会科学部との共催にて開催します。
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研究発表者へのご案内

 口頭発表

ロングスピーチ

発表時間は 30 分です。発表後、座長の司会のもとで 10 分の質疑・討論を行います。開始 25 分に 1 鈴、30

分後に 2鈴、40 分後に 3鈴です。本年度は全体討論の時間はありません。

ショートスピーチ・English Session

発表時間は 12 分です。発表後、座長の司会のもとで 3 分の質疑・討論を行います。開始 10 分に 1 鈴、12

分後に 2鈴、15 分後に 3鈴です。本年度は全体討論の時間はありません。

発表用機材・配布資料

各会場にパソコン（Windows、Office）とプロジェクターが設置されています。セッション前に各自でスラ

イドのファイルをパソコンにコピーして動作確認を行い、セッション後にデータを削除してください。デー

タは USB メモリーでご持参ください。持ち込みのパソコンをご利用されたい場合は、事前に会場係までご

相談ください。レーザーポインターは用意しておりませんので、ご利用の場合は各自持参してください。

資料の配布を希望される場合、あらかじめ不足のないよう十分な部数をご用意の上、セッション開始前

に各発表会場の会場係にお渡しください。

 ポスター発表

発表者はセッション開始 10 分前までにポスター会場にお越しいただき、発表会場の指定されたボードにポ

スターを掲示してください。発表番号が奇数の方は前半1時間、偶数の方は後半1時間が在席責任時間です。

この間は必ずポスター前に在席してください。

掲示スペースは、発表 1件につき幅 90 センチ高さ 120 センチです（ボード部分）。ボードの最上段に「題

目・氏名・所属」を明示してください。画鋲は会場に用意されています。

 発表成立要件

研究発表は、論文集に論文を掲載するとともに、口頭発表は発表と討論への参加、ポスター発表は在席時

間を満たすことによって正式発表とみなされます。

 発表の取り消し

口頭発表者あるいはポスター発表者が欠席した場合には、発表取り消しとみなされます。発表者が欠席す

る場合はお早めに大会準備委員会までご連絡ください。連名発表者がいる場合には、事前に大会準備委員

会の許諾が得られれば連名発表者に限り代理発表を行うことができます。

 優秀学会発表賞

大会における発表の中から優れたものを選考し、発表部門ごとに優秀学会発表賞を授与しています。対象

者は、大学院在学中の方または大学院修了（退学）後 5 年以内の方です。なお、学会規定により、学部学

生は対象外となります。
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大会タイムスケジュール
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プログラム 日本グループ・ダイナミックス学会
第 71回大会

特別講演　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ( 9 )

ロングスピーチ	 ‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ( 13 )

ショートスピーチ	‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ( 15 )

English Session	 ‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ( 20 )

ポスター	 ‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ( 22 )

ワークショップ　	‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ( 10 )





第 1日目　8月 21日　14:10～15:10 401講義室

特別講演

SP　14:10～15:10
対人関係のダイナミズムを研究することの魅力と学会の役割 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1

講　演　者 北星学園大学，東京未来大学，大阪大学 　大坊　郁夫

司　　　会 大阪大学 　三浦　麻子
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第 1日目　8月 21日　15:30～17:30 401講義室

ワークショップ　コラボ・リクエストの一歩先へ

WS1　15:30～17:30
コラボ・リクエストの一歩先へ：コラボのつなぎ手とキャリアパスについて知る ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2

企　画　者 日本グループダイナミックス学会　　　　　　　　　 コラボ・リクエストワーキングチーム　　

司　　　会 名古屋大学 　石井　敬子

話題提供者 ミイダス株式会社 HR サイエンス研究所 　酒井　智弘

話題提供者 株式会社 ZENKIGEN，神戸大学大学院経営学研究科エントリー・マネジメント研究教育センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩本　慧悟

話題提供者 広島大学 　相馬　敏彦
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第 1日目　8月 21日　15:30～17:30 305講義室

ワークショップ　災間社会とボランティア

WS2　15:30～17:30
災間社会とボランティア―ボランティア元年から 30 年の現在地と未来を考える- ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3

企画者・話題提供者 大阪大学大学院人間科学研究科 　宮本　匠

話題提供者 関西学院大学人間福祉学部 　頼政　良太

話題提供者 京都大学防災研究所 　松田　曜子
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第 2日目　8月 22日　13:00～15:00 306講義室

ワークショップ　心理的状況研究の最前線（1）

WS3　13:00～15:00
心理的状況研究の最前線（1）－状況分類研究を中心に－ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4

企　画　者 東洋大学人間科学総合研究所 　堀毛　一也

話題提供者 中部大学 　松木　祐馬

話題提供者 弘前大学 　田名場　美雪

話題提供者 公益財団法人医療科学研究所 　吉野　伸哉
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第 1日目　8月 21日　15:30～17:30 306講義室

ロングスピーチ 1　社会的包摂
座長：清水　佑輔

L1-1　15:30～16:10
人々は高齢ドライバーや運転規制制度をどう捉えているのか ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5

成城大学 ○清水　佑輔

東京大学 　唐沢　かおり

L1-2　16:10～16:50
宗教的文脈における子ども期の逆境体験　

―親が信仰する宗教団体の支配主義性との関連分析― ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥9

大阪大学大学院人間科学研究科 ○Martina Bottazzo

立正大学心理学部 　西田　公昭

L1-3　16:50～17:30
優遇された他者は攻撃されるのか？

―相対的剥奪が階層の異なるターゲットの選好に与える影響― ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13

大阪大学大学院人間科学研究科 ○李　葎理

大阪大学大学院人間科学研究科 　三浦　麻子
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第 2日目　8月 22日　9:30～11:30 306講義室

ロングスピーチ 2　語り・実践
座長：八ッ塚　一郎

L2-1　9:30～10:10
物語としての防災―多重被災地におけるユーモアと落語的復興 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17

福知山公立大学地域経営学部 ○大門　大朗

L2-2　10:10～10:50
関係性の中の〈じりつ〉

－教育改革とひきこもり支援から見る実践的転回－ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 21

同志社大学大学院社会学研究科 ○二宮　宗徳

L2-3　10:50～11:30
いじめの集団力学は可能か：排除における矛盾を通した考察 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 25

熊本大学 ○八ッ塚　一郎
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第 1日目　8月 21日　9:30～10:30 306講義室

ショートスピーチ 1　態度
座長：若井　大成

S1-1　9:30～9:45
「エスカレーター片側空け」における多元的無知の検証――利用状況に着目して―― ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 29

立命館大学人間科学研究科 ○井上　良依

立命館大学総合心理学部 　森　知晴

S1-2　9:45～10:00
認知モデリングによる説得の 2 過程モデルの比較検討　―中村・三浦 (2019) の二次分析― ‥‥‥‥‥‥‥‥‥31

東京大学，日本学術振興会 ○若井　大成

帝塚山学院大学 　中村　早希

大阪大学 　三浦　麻子

東京大学 　岡田　謙介

S1-3　10:00～10:15
地域レベルの外向性を反映する行動指標: 都道府県・国レベルの検討 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥33

東京大学 ○秋元　涼之介

青山学院大学 　荻原　祐二

S1-4　10:15～10:30
オンラインレビューの評価分布が商品の購入意欲に与える影響

ー商品タイプ・ユニークネス・心理的豊かさに着目してー ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 35

一橋大学大学院社会学研究科 ○奥山　智天

一橋大学大学院社会学研究科 　中西　柚香

一橋大学大学院社会学研究科 　増井　拓紀

一橋大学社会学部 　木村　彩華

一橋大学大学院社会学研究科 　宮本　百合
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第 1日目　8月 21日　10:50～11:50 305講義室

ショートスピーチ 2　対人関係
座長：西村　太志

S2-1　10:50～11:05
脆弱性の自己開示とパートナーの受容行動は関係を促進するか

―D-SEM モデルによるペアデータの時系列解析― ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥37

広島大学大学院人間社会科学研究科 ○黄　瑶

神戸学院大学 　謝　新宇

広島大学大学院人間社会科学研究科 　相馬　敏彦

S2-2　11:05～11:20
セキュアベース・リーダーの成長過程に関する探索的研究 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 39

九州大学 ○結城　愛

北海道武蔵女子大学 　宮本　知加子

九州大学 　池田　浩

S2-3　11:20～11:35
「育児仲間」が一致している夫婦ほど、子育てもうまくいく

―支援ネットワークの共有とチーム認知が夫婦関係・心理的適応に及ぼす影響― ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 41

広島国際大学 ○西村　太志

広島国際大学 　湯藤　魁

広島国際大学 　津村　夏菜

関西大学 　古谷　嘉一郎

広島大学 　相馬　敏彦

S2-4　11:35～11:50
重要他者の表象活性化による初対面他者への自己呈示の相違（2）
－ありのまま信念からの検討－ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 43

帝塚山大学 ○谷口　淳一

追手門学院大学 　宮川　裕基

大阪国際大学 　森下　雄輔
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第 1日目　8月 21日　10:50～11:50 306講義室

ショートスピーチ 3　地域
座長：永田　素彦

S3-1　10:50～11:05
コロナ禍後の災害ボランティアセンター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 45

関西学院大学人間福祉学部 ○頼政　良太

S3-2　11:05～11:20
自己開示を土台にした共育の地域づくり

――姫路市の「みんなの秘密基地 ENGAWA」を事例として―― ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥47

京都大学 ○永田　素彦

S3-3　11:20～11:35
「人とペットの避難」をめぐる社会的言説に関する予備的考察

──1985 年～2024 年の新聞記事の内容分析より── ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 49

九州医療科学大学臨床心理学部 ○加藤　謙介

S3-4　11:35～11:50
災害時における総合型スポーツクラブの受援力発揮に関する一考察 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 51

立命館大学 ○山口　洋典

東海大学 　山田　一隆

龍谷大学 　滋野　正道

笹川スポーツ財団 　武長　理栄

クレメンティア 　荒尾　裕子
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第 2日目　8月 22日　10:50～11:50 305講義室

ショートスピーチ 4　社会問題
座長：大坪　庸介

S4-1　10:50～11:05
政治的謝罪をめぐる発言とオーディエンス・コスト ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 53

東京大学 ○大坪　庸介

高知工科大学 　日道　俊之

東京大学 　稲増　一憲

北海道大学 　小浜　祥子

高知工科大学 　三船　恒裕

早稲田大学 　多湖　淳

S4-2　11:05～11:20
日本の高学歴者は階級特権情報に対して自己防衛的反応を示すのか

─ベイズファクターを用いた実験的検討─ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 55

東洋大大学院社会学研究科 ○柿本　航哉

清泉大学人間学部 　北村　英哉

S4-3　11:20～11:35
セカンドチャンスの少なさに関する信念が一般的信頼に与える効果 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 57

大阪公立大学 ○小林　右京

大阪公立大学 　橋本　博文

S4-4　11:35～11:50
死刑制度への賛否を規定する心理的要因: 制度をめぐる感情と理性の交錯 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥59

大阪公立大学 ○保毛　陽斗

大阪公立大学 　橋本　博文
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第 2日目　8月 22日　13:00～14:00 305講義室

ショートスピーチ 5　社会的交換
座長：山本　佳祐

S5-1　13:00～13:15
社会的ジレンマにおける協力行動の重要な予測変数 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 61

(株)日立製作所 ○工藤　泰幸

(株)日立製作所 　加藤　猛

Vrije Universiteit Amsterdam 　Giuliana Spadaro

Vrije Universiteit Amsterdam 　Daniel Balliet

S5-2　13:15～13:30
間接互恵性状況において他者の評価ルールが明示的であるときに人々は行動を調整するのか ‥‥‥‥‥‥‥‥ 63

北海道大学 ○山元　佑也

北海道大学 　髙橋　伸幸

S5-3　13:30～13:45
損失の文脈は利他行動を促すか：共感利他性仮説に基づく実験的検討 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 65

京都文教大学総合社会学部 ○山本　佳祐

大阪公立大学大学院文学研究科 　橋本　博文

S5-4　13:45～14:00
非対称の利得構造をもつ 1 回限りの囚人のジレンマゲームにおける社会的交換ヒューリスティックの働き ‥‥ 67

大阪公立大学大学院文学研究科 ○永延　佳那子

大阪公立大学大学院文学研究科 　橋本　博文
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第 1日目　8月 21日　9:30～10:30 305講義室

English Session 1　Influence
座長：髙橋　龍

E1-1　9:30～9:45
Do Altruistic High School Students Flock Together? 
Secondary Data Analysis of a Spanish Adolescent Network ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 69

The University of Tokyo，Japan Society for the Promotion of Science ○Ryu Takahashi

The University of Tokyo 　Yohsuke Ohtsubo

E1-2　9:45～10:00
Harnessing regret for efficient learning:
Effect of number of options and regret on learning outcomes ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 71

The University of Tokyo，Japan Society for the Promotion of Science ○Rio Sumida

Seijo University 　Yuho Shimizu

The University of Tokyo 　Yukiko Muramoto

E1-3　10:00～10:15
Paradoxical Consequences of Intergroup Vicarious Humiliation: 
Moderating Effects of System Justification and Collective Narcissism ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 73

The University of Osaka ○Yuta Imagawa

The University of Osaka 　Asako Miura

E1-4　10:15～10:30
Imagined contact may be difficult for the very individuals they are intended to target　 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 75

Toyo University ○Kirara Nakai

Toyo University 　Fumiaki Taka
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第 2日目　8月 22日　9:30～10:15 305講義室

English Session 2　Social structure
座長：日比野　愛子

E2-1　9:30～9:45
Can science survive post-materialism?: Response trends by age group in Japan and China ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 77

Hirosaki University ○Aiko Hibino

Tsinghua University 　Shuo Wang

Keio University 　Shotaro Kinoshita

The University of Tokyo 　Hiromi M. Yokoyama

E2-2　9:45～10:00
Relational Mobility and Exchange of Positive/Negative Reputation in Society: 
An Experience Sampling Study in Japan ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 79

Hokkaido University，Japan Society for the Promotion of Science ○Haruno Kusakabe

College of William & Mary 　Joanna Schug

Hokkaido University 　Masaki Yuki

E2-3　10:00～10:15
Psychological Reluctance to Assume Moral Responsibility: Inaction in Moral Dilemmas ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 81

Osaka Metropolitan University ○Saya Nakamura

Osaka Metropolitan University 　Haruto Hoke

Rikkyo University 　Kaede Maeda

Osaka Metropolitan University 　Hirofumi Hashimoto
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第 1日目　8月 21日　9:30～11:30 309講義室

ポスター発表 1　集団

P1-1　9:30～10:30
学級内地位認知（SICS-P）法の妥当性の再検討 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 83

鹿児島大学 ○有倉　巳幸

京都外国語大学 　稲垣　勉

同志社大学 　神山　貴弥

P1-2　10:30～11:30
集団間イデオロギーが外国人労働者への感情に及ぼす影響

―集団間脅威の媒介と複文化アイデンティティによる調整効果― ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 85

南山大学 ○森泉　哲

P1-3　9:30～10:30
心理的安全性の共有性についての再検討：上司にとっての安全性と部下にとっての安全性 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 87

関西学院大学 ○岩谷　舟真

東京女子大学 　正木　郁太郎

東京大学 　村本　由紀子

株式会社リクルートマネジメントソリューションズ 　今城　志保

P1-4　10:30～11:30
集団の共同活動プロセスを評価する Well-going とその測定方法の検討 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 89

NTT 社会情報研究所，NTT コミュニケーション科学基礎研究所 ○横山　実紀

NTT 社会情報研究所 　土屋　志高

NTT 社会情報研究所，NTT コミュニケーション科学基礎研究所 　渡邊　淳司

京都大学大学院文学研究科 　出口　康夫

P1-5　9:30～10:30
オンライン集団を活用した地域課題解決の意思決定における有効性と限界に関する実験的検討 ‥‥‥‥‥‥‥ 91

北海道武蔵女子大学 ○舘石　和香葉

NTT コミュニケーション科学基礎研究所，NTT 社会情報研究所 　横山　実紀

NTT コミュニケーション科学基礎研究所，NTT 社会情報研究所 　渡邊　淳司

P1-6　10:30～11:30
働き方改革による学校の業務改善は教師の組織市民行動を促すか？

～教員集団の協働性とジェンダー差に着目して～ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 93

就実大学 ○鎌田　雅史

岡山大学 　三沢　良

P1-7　9:30～10:30
集団的自尊心は妬み感情の悪影響を抑えるか：i-deals 知覚後の職場行動に着目して ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 95

広島大学大学院 ○張　梓源

広島大学大学院 　相馬　敏彦
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P1-8　10:30～11:30
少数派の意見表明に影響を与える要因の検討：選抜と予防焦点の調整効果に着目して ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 97

東京大学大学院人文社会系研究科 ○小澤　るの

東京大学大学院人文社会系研究科 　鈴木　啓太

東京大学大学院人文社会系研究科 　村本　由紀子

P1-9　9:30～10:30
グループプロセスから集団認知行動療法の効果を捉え直す: 
統一プロトコル集団版 (UP-G) のデータに対するマルチレベル分析の適用 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 99

広島大学大学院人間社会科学研究科，こころホスピタル草津，日本学術振興会特別研究員 DC1

○上田　寛

こころホスピタル草津 　浅岡　聡

広島大学大学院人間社会科学研究科 　中島　健一郎

P1-10　10:30～11:30
集団間の利害対立下で外集団攻撃を表出する人物は、

「内集団に利益をもたらすこと」によって高く評価される ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 101

東京大学，日本学術振興会 ○大坪　快

京都橘大学 　山口　裕幸
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第 1日目　8月 21日　9:30～11:30 310講義室

ポスター発表 2　環境

P2-1　9:30～10:30
転居によって援助要請スタイルは変化するか ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥103

静岡大学 ○橋本　剛

P2-2　10:30～11:30
森林保全行動の原因帰属に市場統合が及ぼす影響

―エチオピア南部シダマ社会における共有林管理に注目して― ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥105

静岡県立大学 ○坂本　剛

国際農林水産業研究センター 　鬼木　俊次

Hawassa University 　Tibebu Legesse

帯広畜産大学 　平田　昌弘

P2-3　9:30～10:30
評判情報の伝達における情報選択の至近的要因の検討 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥107

東洋大学大学院 社会学研究科 ○海老原　優

清泉大学 人間学部 　北村　英哉

P2-4　10:30～11:30
インドネシアから日本への移動に寄与する社会的要因 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥109

立教大学 ○石黒　格

東京大学大学院 　村本　由紀子

JICA 緒方貞子平和開発研究所 　齋藤　聖子

P2-5　9:30～10:30
買占め騒ぎにおける情報共有傾向と情報反応閾値の影響 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥111

東京大学大学院人文社会系研究科 ○左　栩誠

東京大学大学院人文社会系研究科 　大坪　庸介

P2-6　10:30～11:30
ウォーキングイベント参加による Savoring 経験が精神的健康に与える影響

―歩くことを味わうことの意味― ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥113

信州大学人文学部 ○岡本　卓也

P2-7　9:30～10:30
ウェルビーイングの向上を目指す社会政策の社会受容 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥115

東京大学 ○苫米地　飛

東京大学 　唐沢　かおり
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P2-8　10:30～11:30
社会経済的地位が自己評価過程に及ぼす影響 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥117

駒澤大学文学部 ○長谷川　孝治

お茶の水女子大学教学 IR・教育開発・学修支援センター 　古里　由香里

関西大学総合情報学部 　古谷　嘉一郎

P2-9　9:30～10:30
医療資源の優先配分政策支持に関係する要因の検討 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥119

名古屋学院大学現代社会学部 ○中島　誠

P2-10　10:30～11:30
在日コリアンへの感情温度と嫌悪感受性の関連の調整要因の検討

——現代的レイシズムと集団的ナルシシズムに着目して ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥121

東洋大学 ○高　史明

早稲田大学 　小林　哲郎

P2-11　9:30～10:30
人工知能の学習データに関するリスク認知 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥123

早稲田大学 ○谷辺　哲史
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第 2日目　8月 22日　9:30～11:30 309講義室

ポスター発表 3　対人関係

P3-1　9:30～10:30
日常生活場面における他者操作方略の影響の再検討(6)
―男子大学生を実験参加者として― ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥125

名古屋産業大学現代ビジネス学部 ○木川　智美

P3-2　10:30～11:30
両親の学習支援の形式と子どもの学習意欲の発達的関連: RI-CLPM による親子間の交差遅延効果の推定 ‥‥‥ 127

広島大学，日本学術振興会特別研究員 ○西村　由貴子

広島大学 　中島　健一郎

P3-3　9:30～10:30
「最大 6 時間待ち」を短く感じさせたい：心理学にもとづく市役所窓口待機ストレス低減の実践策 ‥‥‥‥‥ 129

大阪大学 ○三浦　麻子

立命館大学 　高橋　康介

P3-4　10:30～11:30
セルフ・コンパッションと真正自己表現の関連性―自己概念の明確性による媒介過程― ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥131

追手門学院大学 ○宮川　裕基

P3-5　9:30～10:30
推し活依存傾向と推し活に伴うネガティブ体験 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥133

聖徳大学心理・福祉学部心理学科 ○山岡　重行

P3-6　10:30～11:30
親和場面では内向的な人が好まれる－行動記述文を用いた検討 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥135

成城大学，一橋大学 ○村田　光二

P3-7　9:30～10:30
誰が条件を重視して婚活しているのか？

婚活利用経験および結婚相手に求める条件重視度の予測因に関する検討 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥137

明治学院大学 ○鬼頭　美江

立正大学 　山田　順子

P3-8　10:30～11:30
周囲の関係流動性より自己の関係流動性が社会的スキルと関連する ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥139

名城大学 ○原田　知佳

高槻市立五領中学校 　刑部　陸
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P3-9　9:30～10:30
SNS 型投資・ロマンス詐欺の被害概要に関する分析 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 141

追手門学院大学 ○金政　祐司

滋賀大学 　島田　貴仁

追手門学院大学 　原田　章

P3-10　10:30～11:30
誰を空想すると安心感や関係性欲求充足は高まるのか ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥143

弘前大学 ○古村　健太郎

東京理科大学 　西村　多久磨

P3-11　9:30～10:30
信頼ゲームにおける返報行動の内集団バイアス

最小条件集団パラダイムを用いた検討 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥145

立教大学 ○前田　楓

大阪公立大学 　橋本　博文

P3-12　10:30～11:30
反すうするほど孤独感が高まる？：

多変量潜在変化得点モデルを用いた検討 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥147

神戸学院大学，広島大学 ○謝　新宇

広島大学 　戸谷　彰宏

広島大学 　李　受珉

同志社大学 　神原　広平

西九州大学短期大学部 　清水　陽香

広島大学 　池田　蓮人

元広島大学 　張　清源

広島大学 　安部　主晃

長野大学 　阿部　夏希

富山大学 　重松　潤

中部大学 　早瀬　良

近畿大学 　杉浦　仁美

京都大学 　阿部　修士

京都大学 　中井　隆介

神戸大学 　柳澤　邦昭

広島大学 　中島　健一郎

（ 27 ）



第 2日目　8月 22日　13:00～15:00 309講義室

ポスター発表 4　自己

P4-1　13:00～14:00
自己非人間化は社会的孤立と自己の道徳性評価との関係を媒介するか ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥149

追手門学院大学 ○浦　光博

P4-2　14:00～15:00
物語の反復呈示が海洋生物の危険性認知と保護政策態度に及ぼす影響 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥151

東京女子大学 ○小森　めぐみ

P4-3　13:00～14:00
嘘の使用の想起が状態自尊感情に与える影響 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥153

京都橘大学 ○田口　恵也

愛知学院大学 　太幡　直也

P4-4　14:00～15:00
就職活動のオンライン化と大学生の就職活動不安 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥155

追手門学院大学 ○石盛　真徳

追手門学院大学 　中尾　元

追手門学院大学 　原田　章

追手門学院大学 　長岡　千賀

京都大学 　デ・アウメイダ・イーゴル

神戸大学 　打田　篤彦

追手門学院大学 　上田　真由子

P4-5　13:00～14:00
セルフ・エフィカシーが対人恐怖心性に与える影響―自己愛タイプ別の階層的重回帰分析― ‥‥‥‥‥‥‥‥157

京都橘大学経営学部 ○仙波　亮一

P4-6　14:00～15:00
男性従業員の昇進意欲に及ぼすダイバーシティ・イデオロギーの効果 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥159

広島大学大学院人間社会科学研究科 ○北野　佳苗

広島大学大学院人間社会科学研究科 　坂田　桐子

P4-7　13:00～14:00
自助・共助・公助と公正世界信念 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥161

立命館大学 ○村山　綾

大阪大学 　三浦　麻子

清泉大学 　北村　英哉

P4-8　14:00～15:00
「若者の生きづらさ」尺度の検討 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 163

東京女子大学大学院 ○内藤　遥香

東京女子大学 　唐澤　真弓
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P4-9　13:00～14:00
暗黙理論が学歴に基づくネガティブな他者評価に与える影響 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥165

東京大学大学院人文社会系研究科 ○鈴木　啓太

東京大学大学院人文社会系研究科 　村本　由紀子

P4-10　14:00～15:00
嘘をつく回数と性別・年齢との関連 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥167

愛知学院大学 ○太幡　直也

明星大学 　佐藤　拓

P4-11　13:00～14:00
大学生のグリットはどこまで変わるか

IR 活動としての 3 年間の縦断調査 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 169

京都外国語大学 ○稲垣　勉

P4-12　14:00～15:00
インシビリティ経験後になされるストレス評価は 中核的自己評価に影響されるのか ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 171

広島大学人間社会科学研究科 ○宮崎　美保

広島大学人間社会科学研究科，神戸学院大学 　謝　新宇

広島大学人間社会科学研究科 　相馬　敏彦
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ハイラブル

お問い合わせ：https : / /www.hy lab le . com/contact /
ハイラブル株式会社

既存のシステムと柔軟に連携可能

LTIやxAPIに対応しており、学習管理システム(LMS)や
学習ログ基盤との接続が可能です。
Python実装の「Hylable  SDK」を活⽤することで、
独⾃システムへの会話分析機能の組み込みにも対応。
研究・教育・開発環境における柔軟な統合が可能です。

参加者ごとの発⾔を時系列に沿って⾃動でテキスト化。
ExcelとPDF形式で出⼒します。
議論が活性化した場⾯における中⼼的発話者や、
その際に交わされた内容などを、グラフと組み合わせて
分析することで、より踏み込んだ考察が可能になります。

発⾔内容の⾃動テキスト化

当社やお客様による学会発表などの⽂献は100件以上
⼼理学をはじめ、多領域で研究実績あり！

研究者のための分析ツール
会話を“計測”する

研究リストを⾒る

ハイラブルの話し合い⾒える化サービスの特⻑

対⾯・オンラインを問わず、会話を録⾳するだけで、
参加者の発話量やその変化、やり取りの量などをリアル
タイムで⾃動的にグラフ化します。これにより、定量的な
発話パターンに基づく即時的な分析が可能になります。
継続的なデータ蓄積にも対応。⻑期的な変化の把握や⽐較
分析にも活⽤できます。

対⾯/オンラインのリアルタイム分析

畑空⾒哉, 三浦⿇⼦, “ビジュアルフィードバックを⽤いた議論の振り返りが発話量の均衡と
チームパフォーマンスに与える影響“, ⽇本認知⼼理学会 第１９回⼤会 学部⽣セッション, 2022. 
⽥中理菜, 沼⽥崇志, "職場におけるチーム内連携欲求と会議内の対話の特徴及び成果の関係評価",
⽇本社会⼼理学会 第61回⼤会論⽂集, p.135, 2020. など

対⾯の話し合い⾒える化  Hylable Discussion/Web会議の⾒える化  Hylable/
会議⾳声の⾒える化  Hylable Adapter
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